
きょうのニュース

概況 週間天気は 面

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢莢

面

岩
瀬
農
高
生
の
料
理
ヤ
フ
ー
で
提
供

稲
田
氏
へ
日
報
１
カ
月
遅
れ
で
報
告

福
島
Ｕ
田
坂
監
督
、
開
幕
戦
手
応
え

県
産
伝
統
工
芸
品
に
新
発
想
…
…
…

莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨
莪
莪 莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨莨 莫

莪
莪

莩
おくやみ 面

テレビ・ラジオ
番組と解説 面

地方版 ～ 面

カルチャー ８面

ひろば 面

ＨＰ ツイッター
にも掲載雪

を
か
ぶ
っ

た
小
高
い
丘
を

目
指
す
。
森
を

抜
け
、
横
殴
り

の
風
が
吹
き
付

け
る
峰
に
出
る
と
、
樹
齢

数
十
年
の
松
の
木
が
出
迎

え
る
。
幹
は
う
ね
う
ね
と

曲
が
っ
て
い
る
が
、
ど
っ

し
り
と
根
を
下
ろ
す
。
枝

に
積
も
っ
た
雪
の
下
に
は

キ
ラ
キ
ラ
と
青
葉
が
の
ぞ

く
▼
林
業
の
世
界
に
「
谷

杉
峰
松
」
と
い
う
言
葉
が

あ
る
。
杉
は
ひ
弱
な
の
で

土
が
肥
え
水
の
多
い
谷
筋

が
植
栽
に
向
い
て
い
る

が
、
松
は
風
が
強
く
寒
い

場
所
で
も
よ
く
育
つ
か

ら
、
峰
に
植
え
て
よ
い
｜

と
い
う
言
い
伝
え
だ
。
植

林
の
適
地
を
教
え
な
が

ら
、
厳
し
い
環
境
に
置
か

れ
て
も
成
長
す
る
松
の
た

く
ま
し
さ
を
言
い
表
し
て

い
る
▼
亡
く
な
っ
た
名
優

・
高
倉
健
さ
ん
は
松
へ
の

思
い
を
書
き
つ
づ
っ
た
。

∧
凍
て
つ
く
風
雪
の
中

で
、
木
も
草
も
枯
れ
果
て

て
い
る
の
に
松
だ
け
は
青

々
と
生
き
て
い
る
。
∨

∧
自
分
は
、
こ
の
松
の
よ

う
に
、
青
々
と
、
そ
し
て

活
き
活
き
と
人
を
愛
し
、

信
じ
、
触
れ
合
い
、
楽
し

ま
せ
る
よ
う
に
あ
り
た

い
。
∨
（
新
潮
文
庫
「
旅

の
途
中
で
」
）
▼
震
災
、

原
発
事
故
に
見
舞
わ
れ
た

被
災
者
を
最
も
勇
気
づ
け

た
植
物
は
松
だ
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。
津
波
に
耐
え

抜
い
た
南
相
馬
市
や
岩
手

県
陸
前
高
田
市
の
一
本
松

か
ら
元
気
を
も
ら
っ
た
人

は
多
か
ろ
う
。
人
生
に
行

き
詰
ま
っ
た
時
、
近
所
の

松
に
会
い
に
行
き
た
い
。

得
る
こ
と
は
必
ず
あ
る
。

総
務

危
機
管
理
部
長

県人事

本

社

年

間

ス
ロ
ー
ガ
ン

県
の
年
度
末
人
事
作
業

は
、
部
長
級
ポ
ス
ト
の
調

整
が
大
詰
め
を
迎
え
て
い

る
。
最
重
要
ポ
ス
ト
で
、

部
局
連
携
の
要
で
あ
る

筆
頭
部
長
の
長
谷
川
哲
也

総
務
部
長
、
原
発
対
応
や

防
災
担
当
の
樵
隆
男
危

機
管
理
部
長
は
定
年
ま
で

一
年
を
残
し
て
退
職
す

る
見
通
し
。
ま
だ
流
動
的

な
面
は
残
る
が
、
両
部
長

の
後
任
に
は
伊
藤
泰
夫

企
画
調
整
部
長
、
小
野
和

彦
農
林
水
産
部
長
の
起

用
が
有
力
視
さ
れ
て
い

る
。伊

藤
氏
は
原
子
力
損
害

対
策
担
当
理
事
、
避
難
地

域
復
興
局
長
な
ど
を
歴
任

し
、
復
興
に
向
け
た
課
題

解
決
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
中
央
省
庁
と
の
パ
イ

プ
が
あ
り
、
財
政
に
精
通

し
て
い
る
。

小
野
氏
は
総
務
部
政
策

監
、
県
南
地
方
振
興
局
長

な
ど
を
務
め
、
県
産
農
林

水
産
物
の
風
評
対
策
な
ど

を
進
め
て
き
た
。
組
織
を

ま
と
め
る
指
導
力
を
評
価

す
る
声
が
あ
る
。

伊藤泰夫氏

小野和彦氏

会
津
若
松
市
の
鶴
ケ
城

公
園
で
九
日
、
初
の
イ
ベ

ン
ト
「
ア
イ
ヅ
テ
ラ
ス
・

体
感
！
光
の
杜
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
」
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
が
試
験
点
灯
さ
れ
、

冬
の
夜
を
幻
想
的
に
彩
っ

た
。
イ
ベ
ン
ト
は
十
二
日

か
ら
三
月
十
一
日
ま
で
。

市
や
会
津
ま
つ
り
協
会

な
ど
で
つ
く
る
実
行
委
員

会
の
主
催
。
公
園
内
に
発

光
ダ
イ
オ
ー
ド
（
Ｌ
Ｅ
Ｄ
）

を
藤
棚
風
に
取
り
付
け
、

点
灯
す
る
と
紫
色
の
光
が

放
た
れ
た
。
鶴
ケ
城
本
丸

の
県
指
定
重
要
文
化
財
茶

室

閣
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

も
行
わ
れ
た
。

十
二
日
午
後
五
時
か
ら

同
公
園
内
で
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ

る
。
三
島
町
の
美
術

半

沢
政
人
さ
ん
（
三
島
町
）

が
デ
ザ
イ
ン
し
た
紙
の
立

体
造
形
が
展
示
さ
れ
る
。

点
灯
時
間
は
午
後
五
時
半

か
ら
同
八
時
（
金
、
土
曜

日
は
同
九
時
）
ま
で
。
問

い
合
わ
せ
は
実
行
委
員
会

電
話
０
２
４
２

４

１
４
１
へ
。

安
倍
晋
三
首
相
は
九
日

夜
、
米
ワ
シ
ン
ト
ン
に
向

け
政
府
専
用
機
で
羽
田

空
港
を
出
発
し
た
。
十
一

日
未
明
（
現
地
時
間
十
日

昼
）
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス

で
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と

会
談
し
、
海
洋
進
出
を
強

め
る
中
国
へ
の
連
携
対

応
を
確
認
。
貿
易
・
投
資

を
含
む
新
た
な
ル
ー
ル

作
り
を
議
題
に
す
る
な

ど
、
安
全
保
障
問
題
と
通

商
政
策
を
中
心
に
協
議

す
る
見
通
し
だ
。
首
相
は

米
国
の
雇
用
増
や
市
場
拡

大
へ
の
包
括
的
な
貢
献
策

も
示
し
、
「
米
国
第
一
主

義
」
を
掲
げ
る
ト
ラ
ン
プ

氏
を
後
押
し
す
る
こ
と
で

相
互
利
益
の
関
係
構
築
を

目
指
す
。

（
６
・
７
面
に
関
連
記
事
）

首
相
は
羽
田
空
港
で
記

者
団
に
「
日
米
同
盟
が
さ

ら
に
強
固
に
、
強
靱
（
き

ょ
う
じ
ん
）
に
な
る
と
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
に
し
た
い
」

と
強
調
。
両
国
経
済
に
関

し
て
は
「
自
由
で
公
正
な

ル
ー
ル
に
基
づ
き
、
さ
ら

に
発
展
さ
せ
て
い
く
」
と

述
べ
た
。

対
中
国
で
連
携
確
認
へ

日
米
首
脳

あ
す
未
明
会
談

ア
イ
ヅ
テ
ラ
ス

試

験

点

灯

12
日
か
ら
イ
ベ
ン
ト

９
日
、
福
島
第
一
原
発
２
号
機
の
原
子
炉
格
納
容
器
内
で
実
施
し
た
堆
積
物
除
去

ロ
ボ
ッ
ト
に
よ
る
作
業
の
画
像
。上
が
除
去
前
、下
が
除
去
後
（
東
京
電
力
提
供
）

高
線
量
で
ロ
ボ
ッ
ト
故
障
推定650
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第一原発２号機

金
田
勝
年
法
相
は
九

日
、
少
年
法
の
適
用
年
齢

を
二
十
歳
未
満
か
ら
十
八

歳
未
満
へ
引
き
下
げ
る
こ

と
に
つ
い
て
法
制
審
議
会

（
法
相
の
諮
問
機
関
）
に

諮
問
し
た
。
十
八
歳
か
ら

投
票
で
き
る
よ
う
に
し
た

改
正
公
選
法
に
少
年
法
見

直
し
の
検
討
が
明
記
さ

れ
、
自
民
党
も
引
き
下
げ

を
提
言
し
て
い
た
。
た
だ

法
改
正
さ
れ
れ
ば
、
十
八
、

十
九
歳
は
保
護
観
察
や
少

年
院
送
致
な
ど
更
生
の
た

め
の
施
策
が
受
け
ら
れ
な

く
な
り
、
起
訴
猶
予
や
罰

金
刑
で
済
む
ケ
ー
ス
が
増

え
る
と
み
ら
れ
る
。
専
門

か
ら
「
教
育
の
機
会
を

奪
う
」
と
懸
念
す
る
声
が

出
て
お
り
、
法
制
審
で
議

論
の
焦
点
に
な
り
そ
う

だ
。（

面
に
関
連
記
事
）

受
刑
者
ら
の
処
遇
を
充

実
さ
せ
る
た
め
の
刑
事
法

の
在
り
方
も
諮
問
。
刑
務

作
業
を
義
務
付
け
る
「
懲

役
刑
」
と
義
務
の
な
い
「
禁

錮
刑
」
を
一
本
化
す
る
新

た
な
刑
罰
の
創
設
も
議
論

の
テ
ー
マ
と
な
る
。
答
申

ま
で
一
年
以
上
か
け
て
議

論
さ
れ
る
見
通
し
。

現
行
少
年
法
で
は
、
二

十
歳
未
満
で
事
件
を
起
こ

し
た
場
合
、
全
件
が

庭

裁
判
所
に
送
致
さ
れ
、
少

年
院
送
致
な
ど
の
是
非
が

検
討
さ
れ
る
。
適
用
年
齢

を
引
き
下
げ
れ
ば
、
成
人

と
同
様
に
扱
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
、
弁
護
士
ら
は
「
立

ち
直
り
の
た
め
の
支
援
を

受
け
る
機
会
が
減
り
、
再

犯
が
増
え
る
恐
れ
が
あ

る
」
と
指
摘
。
一
方
、
犯

罪
被
害
者
な
ど
は
「
犯
罪

抑
止
に
つ
な
が
る
」
と
賛

成
し
て
い
る
。

法
相

18
歳
未
満

諮
問

東
京
電
力
福
島
第
一
原
発
２
号
機
の
廃
炉
作
業
で
、
原
子
炉
格

納
容
器
に
残
る
溶
融
燃
料
（
燃
料
デ
ブ
リ
）
取
り
出
し
に
向
け
た

調
査
計
画
が
見
直
し
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
出
て
き
た
。
九
日
、

調
査
の
支
障
と
な
る
堆
積
物
を
取
り
除
く
た
め
掃
除
用
ロ
ボ
ッ
ト

を
投
入
し
た
が
故
障
し
、
今
後
の
除
去
作
業
が
困
難
と
な
っ
た
。

格
納
容
器
内
の
空
間
放
射
線
量
は
過
去
最
高
値
と
な
る
毎
時
六
五

〇

と
な
る
地
点
が
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
極
め
て
高
い
線
量
が
影

響
し
た
と
み
ら
れ
る
。
（
２
面
に
関
連
記
事
）

鶴ケ城公園内を彩るＬＥＤのイルミネーション

東
電
は
政
府
が
今
夏
に

予
定
し
て
い
る
燃
料
デ
ブ

リ
取
り
出
し
方
針
の
決
定

を
前
に
、
原
子
炉
圧
力
容

器
真
下
に
調
査
用
ロ
ボ
ッ

ト
を
入
れ
、
燃
料
デ
ブ
リ

の
性
質
や
炉
内
設
備
の
破

損
状
況
な
ど
を
調
べ
る
計

画
を
立
て
た
。
圧
力
容
器

の
真
下
に
つ
な
が
る
レ
ー

ル
上
に
厚
さ
最
大
二
㌢
程

度
の
堆
積
物
が
見
つ
か
っ

た
た
め
、
掃
除
用
ロ
ボ
ッ

ト
を
投
入
し
、
堆
積
物
を

高
圧
水
の
噴
射
な
ど
で
取

り
除
く
予
定
だ
っ
た
。

九
日
は
掃
除
用
ロ
ボ
ッ

ト
を
投
入
し
た
場
所
か
ら

一
㍍
の
範
囲
で
堆
積
物
を

取
り
除
い
た
。
そ
の
後
、

ロ
ボ
ッ
ト
に
搭
載
し
た
カ

メ
ラ
で
レ
ー
ル
上
を
撮
影

し
て
い
た
映
像
が
暗
く
な

っ
た
た
め
、
作
業
を
中
断

し
、
ロ
ボ
ッ
ト
を
回
収
し

た
。東

電
は
撮
影
し
た
映
像

の
ち
ら
つ
き
具
合
な
ど
を

分
析
し
た
結
果
、
レ
ー
ル

上
の
空
間
放
射
線
量
が
一

月
下
旬
に
解
析
さ
れ
た
推

定
毎
時
五
三
〇

を
上
回

る
過
去
最
高
の
毎
時
六
五

〇

と
推
定
し
た
。

掃
除
用
ロ
ボ
ッ
ト
の
作

業
時
間
は
二
時
間
以
上
に

及
ん
だ
。
累
積
一
〇
〇
〇

ま
で
の
線
量
に
耐
え
る

設
計
の
た
め
、
東
電
は
掃

除
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
高
い
放

射
線
量
を
受
け
て
故
障
し

た
可
能
性
が
高
い
と
み
て

い
る
。
一

は
一
〇
〇
〇

㍉

に
相
当
し
、
今
回
の

推
定
線
量
は
数
十
秒
、
被

ば
く
す
れ
ば
人
が
死
亡
す

る
レ
ベ
ル
だ
。

東
電
は
同
じ
機
能
を
持

つ
掃
除
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
準

備
し
て
お
ら
ず
、
別
の
手

段
で
堆
積
物
を
除
去
し
た

上
で
調
査
用
ロ
ボ
ッ
ト
を

入
れ
る
か
、
除
去
せ
ず
に

調
査
用
ロ
ボ
ッ
ト
を
入
れ

る
か
検
討
す
る
。

◇

◇

掃
除
用
ロ
ボ
ッ
ト
が

撮
影
し
た
映
像
を
分
析

し
た
結
果
、
圧
力
容
器
真

下
に
近
づ
く
に
つ
れ
、
レ

ー
ル
上
の
堆
積
物
の
量

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
判

明
し
た
。
作
業
中
に
ロ
ボ

ッ
ト
が
堆
積
物
に
乗
り

上
げ
動
け
な
く
な
る
場
面

も
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
状

況
か
ら
、
堆
積
物
を
除
去

せ
ず
に
調
査
用
ロ
ボ
ッ

ト
を
投
入
し
た
場
合
、
圧

力
容
器
の
真
下
部
分
に
た

ど
り
つ
け
な
い
可
能
性
も

あ
る
。
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